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あらまし：SCORM，IMS GLC等の標準化がｅラーニングの普及に果たした役割は大きく，アウトカムベ
ースの授業設計やカリキュラム設計においても，コンピテンシーや学術基準，またルーブリック等を LMS
や SIS で活用するための技術の標準化が重要である．本発表では，IMS GLC が策定し，公開している標
準規格「Competencies & Academic Standards Exchange®」について，調査し，報告する． 
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1. はじめに 
大学教育の質的転換とは，大学教育の行動主義や

認知主義などの従来の学習理論（教師から学生に知

識を伝達し，学生がそれを獲得する教師中心の学習）

から新しい学習理論である構成主義，社会的構成主

義（個人または社会的な営みの中で知識を構成する

学習者中心の学習）への転換と言い換えることがで

きる．この新しい学習観に基づいた学生の主体的な

学習を実現するためには，大学が「何を教えるか」

ではなく，学習者が「何ができるようになるか」と

いう観点から，コンピテンシー，ルーブリック等の

基準を示すことが必要である．そして，大学のディ

プロマ・ポリシー等の教育目標の体系の一部として

授業においても学習目標が設定されることが，大学

教育の質を保証する上で重要である． 
すでに 2017（平成 29）年 4月以降すべての大学に
対し，「入学者の受入れに関する方針」（アドミッシ

ョン・ポリシー），「教育課程の編成及び実施に関す

る方針」（カリキュラム・ポリシー），「卒業の認定に

関する方針」（ディプロマ・ポリシー）の策定と公開

が義務付けられ，大学ホームページ等でこれら 3つ
のポリシーが公開されている．しかしながら，ホー

ムページ上のこれら 3つのポリシーは，HTML形式
によるリストや表組み，PDFファイルなど様々な形
式で公開されており，人が理解可能なヒューマンリ

ーダブルなデータではあるが，機械やプログラムで

利用可能な構造化されたデータにはなっていない．

そのため，ディプロマ・ポリシーをコンピテンシー

や授業の学習目標を関連付けることや SIS や LMS
等で利用することが困難であるため，大学教育で策

定された基準の活用や実質化が追いついていないの

が現状であると考えられる． 

ヒューマンリーダブルなデータをマシンリーダブ

ルなデータとして公開するプロセスとして，データ

の二次利用や活用を促進する取り組みである総務省

による公共データの活用推進「オープンデータ」や

Tim Berners-Lee氏のサイトが参考になる(1)(2)．また，

現在のｅラーニングの普及までに SCORM や IMS 
Global Learning Consortium(以下，IMSと表記)の技術
仕様の標準化が果たした役割は大きく，今後，アウ

トカムベースの授業設計やカリキュラム設計の普及

においてもコンピテンシーや学術基準，またルーブ

リック等を LMS や SIS で活用するための技術仕様
の標準化が重要であることは言うまでもない．そこ

で本稿では，IMS が 2017 年 7 月にコンピテンシー
や学術基準，ルーブリックのやり取りの仕様をまと

め，公開した「 IMS Competencies and Academic 
Standards Exchange (CASE) Service REST/JSON 
Binding Version 1.0 (3)」とその動向について述べる． 

 
2. Competencies and Academic Standards 

Exchangeの概要 
Competencies and Academic Standards Exchange(以
下，CASEと表記)は，学習や教育に関するコンピテ
ンシーや学術基準，ルーブリック等の電子的なやり

取りを実現するために策定された技術仕様である．

CASE を実装することにより， LMS や SIS 等の教
育情報システムやアプリケーション，ツール等が容

易にコンピテンシー等の学術基準を利用することが

できる．また，コンピテンシー等の学術基準を定義

する際には，汎用的な識別子 (Universally Unique 
Identifier; UUID)を利用することにより，ツールやア
プリケーションなど異なるシステム間であっても情

報を共有することが容易に可能となる．CASE 1.0で
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は，コンシューマがコンピテンシー等を取得(get)す
る pullサービスのみが定義されている． 
2.1 サービスアーキテクチャと仕様モデル 
図１に CASE の Web サービスアーキテクチャを

示す．IMSが公開している外部ツールの利用におけ
る標準化規格 LTI(Learning Tools Interoperability)(4)で

は，外部ツールをツール・プロバイダ，外部ツール

を利用するシステムをツール・コンシューマと呼ぶ

が，CASE においてもコンピテンシー等を提供する
システムを CASEプロバイダ，コンピテンシー等を
利用するアプリケーションやツールを CASEコンシ
ューマと呼ぶ．LTI を始めとし，IMS が策定した他
の技術仕様で扱う Web 上でのデータは，XML であ
ったが，CASEでは，JSONでデータ交換を行う．こ
れは，LTI 等の他の技術仕様が，WSDL1で記述され

ていたが，CASEの技術仕様は，OpenAPI 仕様2で記

述されたことによる． 
2.2 Swaggerによる OpenAPI YAMLファイル検証 

CASE は，OpenAPI 仕様を採用したことにより，
RESTful APIの定義を JSONファイルや YAMLファ
イルでも提供されている．これらファイルを利用す

ることで Swagger Editor や Swagger UI による
RESTful API インターフェイスの編集やドキュメン
ト表示が可能である(図 2)．Swagger Codegenを利用
することで，スタブサーバの導入や APIクライアン
トの生成が可能である(5)． 
2.3 実装事例 

CASE の IMS 認証プロダクトとして登録されて
いるのは， 5製品である(2018年 6月現在)．そのう
ち 3製品は，OpenSALT(6)と OpenSALTベースのシス
テムである． OpenSALT は， Public Consulting 
Group(PCG)らによる PHPとMySQLによるオープン
ソースのコンピテンシー管理ツールであり，GitHub
にてMITライセンスで公開されている．ジョージア
州教育省は，州の学習基準を OpenSALT により
CASE準拠で公開し，現在は，PGCとともにアメリ
カ全 50 州の学習基準を公開し， 2018 年の IMS ラ
ーニングインパクトアワード・プラチナの最高賞を

受賞している(7)． 
 

3. まとめ 
アウトカムベースの授業設計やカリキュラム設計

のために重要な標準化である CASEについて調査し
た．CASEは，OpenAPI仕様を採用したことにより，
Swagger の各種ツールを利用して，CASE 準拠のア
プリケーションやツールの開発が可能である．また，

アメリカ全 50 州の学習基準が CASE 準拠で公開さ
れたことにより，今後どのように教育や学習に活用

されるのか注目し，LMS等での CASEの活用を検討
したい． 
                                                        
1 XMLベースの APIを記述する標準フォーマット． 
2 OpenAPI Initiativeが推進する RESTful APIのインターフェイ

 
図 1 CASEサービスアーキテクチャ 

(CASE 1.0より転載) 
 

 
図 2 Swagger Editor, Swagger UIによる表示 
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スを定義する標準フォーマット．Swagger specificationsが元にな
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